
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“問題の捉え方が変革できる” 

問題解決思考 

      

所属         氏名             

 

 



 

■１．研修の狙い 

 

 

 

 

 

 

 

■研修のポイント 

 

（１）今の時代にマッチしたマネジメントの基本を学ぶ 

 

（２）効果効率な問題解決手法を実践的にトレーニングする 

 

（３）成功確率を高める「問題の捉え方」を確立する 

 

 

■研修参画の心構え 

 

（１）セレモニーではなく（        ） 

 

（２）我以外皆（        ） 

 

（３）（        ）を捨て成長する！ 

 

 

■ご挨拶 

 

 

 

職場の名問題解決者として存在価値を高める！ 



 

■２．激変するビジネス環境の本質 

 

■時代のキーワード 

 

（１）安全・安心・安定が崩れ、日常生活は不確実性が高い（    ）化が始まる 

 

（２）中流が崩れ、所得や生活水準の２極化が激しくなる（    ）社会へ 

 

（３）企業も個人も、財布の紐がますます（    ）なる 

 

（４）似たようなモノ（商品・サービス）が溢れ、お客様自身も何が欲しいか明確に（    ） 

 

（５）体力頼み・知識勝負だけではなく、（    ）創造が求められる 

 

 

■企業活動の落とし穴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■こんな人材はもういらない 

 

（１）自分の苦手なこと（人・モノ）を、つい（     ）しまう 

 

（２）上手くいかない時、本音では自分以外の原因に（     ）転嫁している 

 

（３）ネガティブな（     ）を振りまき、職場の雰囲気を盛り下げる 

 

 

お客様 

企業 

社員 



 

■３．メンバーの価値創造力を引き出すマネジメント 

 

■ＭＢＯとは 

ＭＢＯとは、マネジメント・バイ・オブジェクティブズ＆セルフコントロールのことで、日本語では「目

標による自己統制のマネジメント」と主に訳される。経営学者ピーター・ドラッカーにより提唱され、

働く人の価値創造力を最大限に高める経営システムと言われている。日本の企業でも導入しているケー

スが多いが、カタチのみを導入してしまい形骸化した目標管理制度・人事制度となっている場合も多い。 

 

 

 

 

 

■企業の生産性を倍加させる、自律自創型の人材を育てる 

 

独自のスタイルを持って主体的に仕事に取り組み、自分で考え自分で行動し 

自分の責任において高い成果を上げ続ける人 

ひとつの分野では他の追随を許さない専門性を持ち、かつ 

総合的に一定水準の業務をこなすことができる一専多能型のマルチスト 

 



 

■４．ＰＤＣＡのブラックボックスと問題解決思考 

 

 

■ＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＰＤＣＡを回すポイント 

 

（１）スタートは（   ）でなく（   ） 

 

（２）現状の（   ）を考える 

 

（３）問題の（   ）を深堀する 

 

（４）（     ）と（     ）のギャップを明確にし課題を抽出する 

 

（５）プランは具体的に設定する（数値で落としこめるとベスト） 

 

 

→問題解決チャート発生型・発見型へＧＯ！ 

 

 



 

■５．名問題解決者の、問題の捉え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

■６．企業の生事例・問題解決思考の活かし方 

 

 

■某大手通信企業、顧客満足度ＮＯ．１への道のり 

 

 

 

 

 

 

■某大手ハウスメーカー、地域シェアＮＯ．1 への道のり 

 

 

 

 

 

 

■某ベンチャー人材派遣会社、次期リーダー候補育成への道のり 

 

 

 

 

 

 

■某中堅治験会社、個人技から組織技へ・・・コミュニケーション変革への道のり 

 

 

 

 

 

 



 

■７．今後に向けて 

 

今回研修で学んだこと・気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場実践行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


